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令和３年第４回足寄町議会臨時会議事録（第１号） 

令和３年８月１１日（水曜日）     

 

◎出席議員（１３名） 

   １番 多治見 亮 一 君   ２番 高 道 洋 子 君 

   ３番 進 藤 晴 子 君   ４番 榊 原 深 雪 君 

   ５番 田 利 正 文 君   ６番 熊 澤 芳 潔 君 

   ７番 髙 橋 健 一 君   ８番 川 上 修 一 君 

   ９番 髙 橋 秀 樹 君  １０番 二 川   靖 君 

  １１番 木 村 明 雄 君  １２番 井 脇 昌 美 君 

  １３番 吉 田 敏 男 君 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足 寄 町 長              渡 辺 俊 一 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総 務 課 長              松 野   孝 君 

福 祉 課 長              保 多 紀 江 君 

住 民 課 長              佐々木 雅 宏 君 

建 設 課 長              増 田   徹 君 

消 防 課 長              大竹口 孝 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事 務 局 長              横 田 晋 一 君 

事 務 局 次 長              野 田   誠 君 

総 務 担 当 主 査   中 鉢 武 志 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  会議録署名議員の指名＜Ｐ４＞ 

 日程第 ２  会期の決定＜Ｐ４＞ 

 日程第 ３  行政報告（町長）＜Ｐ４～Ｐ６＞ 

 日程第 ４  議案第６１号        障害者地域生活支援拠点施設新築（建築主体）工事請負

契約について＜Ｐ６～Ｐ７＞ 

 日程第 ５  議案第６２号        足寄町手数料徴収条例の一部を改正する条例＜Ｐ７～Ｐ

８＞ 

 日程第 ６  議案第６３号        令和３年度足寄町一般会計補正予算（第５号）＜Ｐ８～

Ｐ１７＞ 
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午前１０時００分 開会 

 

◎ 開会宣告 

○議長（吉田敏男君） 全員の出席でござ

います。 

 ただいまから、令和３年第４回足寄町議

会臨時会を開会をいたします。 

 

◎ 町長挨拶 

○議長（吉田敏男君） 町長 渡辺俊一君

から、招集の御挨拶があります。 

 町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂

きましたので、令和３年第４回臨時会の招

集に当たりまして、何点か申し上げまして

御挨拶とさせていただきたいと思います。 

 まず、昨日台風から変わって発達した低

気圧の影響によりまして大雨と洪水の警報

が出ておりましたけれども、現在のとこ

ろ、風倒木の情報が１件入っているだけで

ございまして、大きな被害はないものと考

えているところでございます。 

 明るくなってきて分かる被害もあります

けれども、大きな被害はないというように

思っているところであります。 

 アメダスの観測情報によりますと、降り

始めから今朝までの降水量でございますけ

れども、足寄が８９ミリ、それから上螺湾

が９９ミリ、柏倉が９５ミリとなってござ

います。 

 上流の陸別でありますけれども、陸別で

も１０８ミリ、それから陸別の小利別で１

２３ミリということで、結構な雨量がござ

いました。 

 そうした中でも、利別川の水位について

は大きく上がっていないのかなというよう

に思っておりまして、そういった意味で、

この間帯広建設管理部さんで河川改修を進

めていただいてきているということと、そ

れから７月極端に雨が少なかったというよ

うなことも影響しているのかなというよう

に思っております。 

 いずれにしても大きな被害はないのかな

というように思っておりますので、多分御

安心していただいて構わないのかなという

ように思っております。 

 それから、新型コロナウイルスでありま

すけれども、後ほどまた行政報告もさせて

いただきますが、緊急事態宣言が東京など

６都府県、それから蔓延防止等重点措置に

ついては北海道を含めて１３道府県に８月

３１日まで適用されております。 

 全国的にまだ拡大傾向というような状況

になっておりますが、感染力の強いデルタ

株の影響ですとか、夏休み、それからこれ

からお盆を迎えるというようなことで、予

断の許さない状況なのかなというふうに

思っております。 

 これまで同様、不要不急の外出を控える

とともに感染予防、感染拡大防止に引き続

き御協力いただきますようよろしくお願い

を申し上げます。 

 それから、本町の主要な畑作物の一つで

あります小麦の収穫作業が７月２５日から

行われておりましたけれども、８月４日に

無事に作業が終了したと聞いております。 

 反当たりの収量については１０.７３俵、

それから予測製品反収については９.４４俵

ということで、豊作というように聞いてお

ります。 

 この後好天が続いて、ほかの作物につい

ても順調に生育して豊潤な秋を迎えられる

ことができればと願っているところでござ

います。 

 それから、高速道路の関係でございます

けれども、既に新聞報道等で御承知のこと

というように思っておりますが、７月３０

日にこれまで当面着工しない区間となって

おりました足寄－陸別間の事業再開が決定

をいたしました。前にもお話しさせていた

だいたかなと思いますけれども、この区間

が開通することによって十勝圏とオホーツ

ク圏、釧路圏が高規格道路網でつながると

いうことで、人やそれからものの交流はも
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とより観光、防災、医療などいろいろな効

果がもたらされるものと考えております。 

 また、豪雨などの災害にも、この足寄－

陸別間については国道とのダブルネット

ワークということで必要な道路と考えてい

るところであります。 

 今後、高速道路を使って多くの人に足寄

町を目的地として高速道路を使って来てい

ただけるように、商工会ですとか、それか

ら観光協会、それから町民の皆さんも含め

て連携しながら、協力しながら足寄町の魅

力の創造、それから発信に努めていかなけ

ればならないと考えているところでありま

す。 

 以上、何点か申し上げましたけれども、

本日御審議いただく議案でございますけれ

ども、議案について議案３件予定してござ

います。御審議賜りますようよろしくお願

いを申し上げまして、開会に当たっての御

挨拶とさせていただきます。よろしくお願

い申し上げます。 

 

◎ 開議宣告 

○議長（吉田敏男君） これから、本日の

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りです。 

 

◎ 会議録署名議員の指名 

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、足寄町議会総合条例

第１８４条の規定によって、１１番木村明

雄君、１２番井脇昌美君を指名をいたしま

す。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 

 議会運営委員会委員長 榊原深雪君。 

○議会運営委員会委員長（榊原深雪君） 

本日開催されました、第４回臨時会に伴う

議会運営委員会の協議の結果を報告いたし

ます。 

 会期は、本日１日間であります。 

 本日は、最初に町長から行政報告を受け

ます。 

 次に、議案第６１号から議案第６３号ま

でを即決で審議いたします。 

 以上で、報告を終わらせていただきま

す。 

 なお、本会議終了後、議場において全員

協議会を行いますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 

◎ 会期決定の件 

○議長（吉田敏男君） 日程第２ 会期決

定の件を議題といたします。 

 お諮りをいたします。 

 本臨時会の会期は、本日１日間にしたい

と思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、会期は、本日１日間に決定

をいたしました。 

 

◎ 行政報告 

○議長（吉田敏男君） 日程第３ 行政報

告を行います。 

 町長から行政報告の申出がありましたの

で、これを許します。 

 町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂

きましたので、２件の行政報告を申し上げ

ます。 

 まず、令和３年６月３日開会の第２回足

寄町議会定例会で新型コロナウイルス感染

症に対する本町の取組について行政報告し

ていたところですが、その後の対応状況に

ついて御報告いたします。 
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 まず、新型コロナワクチンの接種につい

てですが、５月から高齢者等の優先接種を

開始し、７月２６日からは１２歳以上６４

歳未満の対象者への接種を開始しておりま

す。 

 接種の状況といたしましては、国のワク

チン接種記録システムに入力されている

データを基に８月９日までの接種済み人

数、接種率を算出いたしますと、ワクチン

を１回接種した町民は４,１４９人で、その

うち高齢者は２,４３８人、２回接種済みは

２,６１１人でそのうち高齢者は２,２１１

人となっており、接種率は対象者全体では

１回接種済み６１.１％、２回接種済み３

８.５％、そのうち高齢者については１回接

種済み９１.１％、２回接種済み８２.６％

となっております。 

 なお、ワクチンの確保については、現在

のところ希望数を確保できる見通しとなっ

ていることから、接種を希望されている方

全員に円滑に接種ができるように、医療機

関の御協力を頂いて個別接種人数の増枠を

行っているほか、７月３１日から９月５日

までの土曜日、日曜日に６回の集団接種を

実施することとしております。 

 続きまして、町内における各イベントの

実施状況について御報告いたします。 

 まず、毎年８月に開催しております、

「足寄ふるさと盆踊り・両国花火大会」に

つきましては、来場者の安全の確保が困難

なことから、同実行委員会総会において、

昨年度に引き続き中止することが決定され

ました。 

 なお、前の年に生まれた子供たちの誕生

をお祝いする「こどものために花火を打ち

上げようプロジェクト」につきましては、

青年を中心とした実行委員会において、安

全を考慮して時期や場所を変えての開催を

検討しております。 

 また、例年９月下旬にあしょろ観光協

会、足寄町及び北海道新聞社が共催してい

る「オンネトー物語」につきましては、現

地でのイベントを中止し、フォトコンテス

トのみを開催することといたしました。 

 以上、本町における新型コロナウイルス

感染症に対する対応状況について御報告い

たしましたが、今後におきましても国や北

海道など関係機関との連携を密にし、感染

拡大防止の徹底に取り組んでまいりますの

で、御理解を賜りますようお願いを申し上

げ御報告といたします。 

 今、「こどものために花火をあげようプ

ロジェクト」、「打ち上げよう」と言って

しまいましたかもしれませんけれども、名

称の名前については「こどものために花火

をあげようプロジェクト」でございますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、雌阿寒温泉地域に生活水を供給し

ている足寄町の水道施設における漏水につ

いて御報告いたします。 

 令和３年７月１５日に雌阿寒温泉水道組

合代表 野中祐子氏より断水の連絡が入

り、同日、足寄消防署のタンク車により貯

水タンクへの給水を行いましたが、翌朝に

は貯水タンクが再び空になったことから、

漏水箇所の調査を行ったところ、地上部で

は発見に至らず、緊急対応のため現計予算

では足りず予備費も充当し、唯一住民が居

住し営業をしている「山の宿野中温泉」へ

貯水タンクから直に仮設の水道管を設置す

るとともに導水ポンプの修繕を行い、生活

水の確保を図りました。 

 この漏水の影響により、現在、同地区の

公衆トイレの手洗い及び登山口駐車場の水

飲み栓が使用できなくなっていますが、登

山者の飲み水等の供給については野中温泉

に協力を頂いております。また、公衆トイ

レは循環式のため、水の供給がなくても通

常どおり利用が可能であります。 

 なお、９月以降の議会において、漏水箇

所の調査と修繕に係る経費の補正予算を提

案させていただき、本町の重要な観光資源

である雌阿寒温泉地域の安定した水の供給

に努めてまいります。 
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 また、この施設は昭和６２年に整備した

もので３４年経過することから、貯水タン

クや水道管等の老朽化が進み、施設の長寿

命化を図るべき時期を迎えており、環境省

や林野庁等の関係機関と大規模改修に向け

た協議を進め、来年度に関係予算の提案を

行いたいと考えておりますので、御理解を

賜りますようお願い申し上げ御報告といた

します。 

 以上、２件の行政報告をさせていただき

ました。以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） これで行政報告を

終わります。 

 

◎ 議案第６１号 

○議長（吉田敏男君） 日程第４ 議案第

６１号障害者地域生活支援拠点施設新築

（建築主体）工事請負契約についての件を

議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 総務課長 松野孝君。 

○総務課長（松野 孝君） 議案書の１

ページをお開き願います。 

 ただいま議題となりました、議案第６１

号障害者地域生活支援拠点施設新築（建築

主体）工事請負契約について、提案理由の

御説明を申し上げます。 

 令和３年７月３０日、足寄町財務規則に

基づき指名競争入札に付した障害者地域生

活支援拠点施設新築（建築主体）工事につ

いて、下記のとおり請負契約を締結するた

め、議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定に

より議会の議決をお願いするものでござい

ます。 

 契約の目的は、障害者地域生活支援拠点

施設新築（建築主体）工事。 

 契約の方法は、指名競争入札による契

約。 

 契約の金額は、１億８,８７６万円。 

 契約の相手方は、足寄町旭町４丁目２４

番地、株式会社木村建設、代表取締役 木

村祥悟氏でございます。 

 工期につきましては、令和４年３月１８

日でございます。 

 工事概要につきましては、２ページの配

置図を御覧ください。 

 左上に記載しておりますとおり、工事場

所につきましては足寄町北３条２丁目４番

地２の内と６５番地。 

 構造は木造２階建て、延べ床面積は建物

の本体が６５５.０１平方メートル、カー

ポートが５８.７７平方メートル、合わせて

７１３.７８平方メートルでございます。 

 ３ページに平面図、４ページに立面図を

添付しておりますので御参照くださいます

ようお願いいたします。 

 以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（吉田敏男君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

 ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） ４ページの東側立

面図のことなのですが、階段があります

ね。この上の雪とか降った日に滑らないよ

うな屋根とかはかかっているのでしょう

か。 

○議長（吉田敏男君） 階段。 

 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） 東側の階段の

上部に屋根がかかっているのかという御質

問ですが、一応屋根はかかって雪などが落

ちないようにはなっております。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。 

 他に質疑はございませんか。 

 ３番進藤晴子君。 

○３番（進藤晴子君） ３ページの１階の

平面図と２階の平面図の一つだけ大きなお

部屋がありますが、これは図面を見る限り
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車椅子でも使えるというような感じで捉え

てよろしいですか。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御

質問なのですけれども、大きな部屋は車椅

子の方、あとは家族で住まわれる方のため

の部屋となっております。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ３番進藤晴子君。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 では、２階をもし使う場合は、エレベー

ターはないですね、この図面上は。という

ことは２階は家族で使われる方というふう

に捉えてよろしいですか。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 車椅子の方に

つきましては１階を利用していただいて、

２階は階段ですので、御自分で上がれるこ

とができる方が利用することになります。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） いいですか。 

 他に質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） それでは、これで

質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第６１号障害者地域生活

支援拠点施設新築（建築主体）工事請負契

約についての件を採決をします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第６１号障害者地域生

活支援拠点施設新築（建築主体）工事請負

契約についての件は、原案のとおり可決さ

れました。 

 

◎ 議案第６２号 

○議長（吉田敏男君） 日程第５ 議案第

６２号足寄町手数料徴収条例の一部を改正

する条例の件を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 住民課長 佐々木雅宏君。 

○住民課長（佐々木雅宏君） お手元の議

案書、５ページをお開き願います。 

 ただいま議題となりました、議案第６２

号足寄町手数料徴収条例の一部を改正する

条例につきまして、提案理由の御説明を申

し上げます。 

 このたびの改正につきましては、さきの

国会においてデジタル社会の形成を図るた

めの関係法律の整備に関する法律（令和３

年法律第３７号）が可決、成立し、その中

で行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律（平成２

５年法律第２７号）の一部が改正されまし

て、これまで市町村が個人番号カードの発

行などの事務を委託していた地方公共団体

情報システム機構、以後、機構と省略させ

ていただきますが、機構が個人番号カード

の発行とその運用に関する事務を行うこと

が法律上規定されまして、機構はその事務

処理の主体となることが明確化されまし

た。 

 今後は法律に基づきまして、機構と市町

村の間で再発行手数料徴収に関する委託契

約が締結されまして、手数料についてはこ

れまで町の収入としておりましたが、今後

は保管金として一度町が収入いたしまし

て、機構に対して町が一度収入した手数料

を納入するように変わります。そのため町

の条例に規定する必要がなくなります。 

 条例の改正内容といたしましては、改め

文におきまして、その他手数料の項中、個

人番号カードの再発行手数料を規定する文

言を削る改正を行うものでございます。 
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 改正後の法律が令和３年９月１日から施

行されるものですから、改正後の条例の施

行期日につきましても同日とするものでご

ざいます。 

 議案書６ページに新旧対照表を添付して

おりますので、御参照いただければと存じ

ます。 

 以上、本条例の改正に関する提案理由の

説明とさせていただきますので、何とぞ御

審議賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（吉田敏男君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第６２号足寄町手数料徴

収条例の一部を改正する条例の件を採決を

します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第６２号足寄町手数料

徴収条例の一部を改正する条例の件は、原

案のとおり可決されました。 

 

◎ 議案第６３号 

○議長（吉田敏男君） 日程第６ 議案第

６３号令和３年度足寄町一般会計補正予算

（第５号）の件を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 総務課長 松野孝君。 

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題

となりました、議案第６３号令和３年度足

寄町一般会計補正予算（第５号）につきま

して、提案理由を御説明申し上げます 

 補正予算書１ページをお願いいたしま

す。 

 議案第６３号令和３年度足寄町一般会計

補正予算（第５号）について、御説明申し

上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２,２０６万５,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９５億４,

１２２万６,０００円とするものでございま

す。 

 歳出から御説明申し上げます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、第７

目庁舎管理費、第１４節工事請負費におき

まして、役場庁舎渡り廊下改修工事といた

しまして１,１００万円、役場敷地内排水溝

修繕工事といたしまして２６４万円、合わ

せて１,３６４万円を計上いたしました。 

 第９款消防費、第１項消防費、第１目消

防費、第１４節工事請負費におきまして、

消防総合庁舎床改修工事といたしまして７

３８万１,０００円を計上いたしました。 

 以上で歳出を終わり、次に歳入について

申し上げます。 

 ６ページへお戻りください。 

 第１９款繰入金、第１項基金繰入金にお

きまして、財源調整のため財政調整基金繰

入金といたしまして１,２４８万円を計上い

たしました。 

 第２１款諸収入、第５項雑入におきまし

て、町有建物災害共済金といたしまして９

２３万１,０００円を計上いたしました。 

 以上で、議案第６３号令和３年度足寄町

一般会計補正予算（第５号）の提案理由の

説明とさせていただきますので、御審議の

ほどよろしくお願い申し上げます。 
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○議長（吉田敏男君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

 ２番。 

 失礼いたしました。ちょっとお待ちくだ

さい。 

 すみません。ちょっとお待ちください。 

 ６ページをお開きください。 

 ６ページから９ページ、歳入歳出一括で

行います。 

 質疑はございませんか。 

 ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） 歳出の９ページで

ございますが、この役場庁舎渡り廊下改修

工事に１,１００万円となっております。本

当にこの金額については大変驚いておりま

す。あの渡り廊下を何度も通っているし見

ておりますけれども、家が１軒建てるぐら

いの予算になるのだなと、修繕費なのだな

ということで、そのうち共済金のほうから

災害共済金が９２３万円ということで出て

はおりますけれども、その差額については

町の持ち出しになるのでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 １１ページに予算説明資料を添付してご

ざいますが、その中でも記載してございま

すが、役場庁舎渡り廊下改修工事１,１００

万円のうち財源内訳といたしましては、

今、議員おっしゃったとおり、共済金とい

たしまして９２３万２,０００円と、うち残

りは一般財源を１７６万８,０００円を充当

するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） 残額を町が持ち出

すということで、その金額、総額に対して

町の持ち出しのこともありますけれども、

そのことについてなのですけれども、今コ

ロナだとか、コロナの対策費だとかいろい

ろな意味で基金が取り崩されつつあるとき

に、こういった不祥事というか事故によ

り、職員の事故により基金が取り崩される

ということは本当に大変なことだと思って

おります。歳出の予算の減額ですね、大変

皆さん、職員の皆さんも予算立てるときは

苦労していると思うのですけれども、そう

いう中でこの不用意な持ち出しがあるとい

うことは嘆かわしいなということでござい

ます。 

 そこで、今後こういう、これは事故だか

らいろいろな事情もあったのかもしれませ

んけれども、しかし事故は事故として、あ

れですね。その前に、どういった直し方を

するのか、その１,１００万円もかけて、お

伺いしたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 修理方法。直し

方。 

 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） 直し方という

ことなのですけれども、一応既存の状態、

もともとあった状態に戻すというのが大原

則になっていますので、そういう形で戻し

ます。 

 今現状で外側のガラスだとか、壁だとか

剝がれている部分と、一部橋というか鉄骨

が渡っているのですけれども、そこのとこ

ろの一部改修と周りの外側の改修と合わせ

て１,１００万円というような金額になって

おりますので、御理解のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） 損害額はいろいろ

今までも何回もいろいろな損害がありまし

て、その都度共済からお金が出たり町が負

担したりということでございますけれど

も、この責任の取り方ですね。私、今回申

し上げたいのは責任の取り方なのですけれ

ども、公務員の懲戒処分とかいろいろ法的

には免職とか停職とか減額だとかいろい

ろ、戒告とかありますけれども、実務上の
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処分として訓告とか厳重注意とかがござい

ます。また、前にテレビでいつか大きな損

害を職員がしたときに、管理職とか担当者

とか職員みんなが寄附を募って、そしてそ

の損害金をみんなでかき集めてそれに充て

たというテレビも、大分前ですけれども、

見たことがございました。ほかの町村もい

ろいろと処分の取り方を検討しているの

か、法的に法整備をしているのか、それは

まだ調べたことないから分かりませんけれ

ども、そういった面で法の整備をある一定

の目安を決めて、１００万円以上は幾らと

か、１,０００万円になったらこうだとか、

５００万円以上はこうだとかという、そう

いう整備を、法の整備をやっぱりしたらい

いのではないかと。そういうことによっ

て、お互いに抑止力にも、事故の多発の抑

止力にもなるし、またお互いに緊張感を

持って仕事ができるといった意味では、や

はり検討するときではないのかなというふ

うに思います。そのことについていかがで

しょうか。 

○議長（吉田敏男君） これは管理者だ

な。 

 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 今回の事故につい

ては本当に前にも行政報告させていただい

ておりますけれども、状況等については御

報告させていただいておりますけれども、

大変申し訳なく思っているところでござい

ます。 

 今回、渡り廊下だけではなくて、もう一

つ消防のほうの庁舎の床の改修工事につい

ても、これも職員のちょっとした不注意と

いったことから直さなければならないとい

う状況になってきているということでござ

いまして、それぞれどんな事故についても

起こしたくて起こすということはございま

せんで、ちょっとした注意が、何というの

かな、不注意というか、そういったことか

ら起きている部分なのかなというように

思っているところでございます。 

 ただ、だからといってそれはいいという

ことではなくて、やはりひとつ間違いとい

うのは当然それぞれ人間でありますからあ

りますけれども、それを二度と繰り返さな

いということがやっぱり大事なのかなとい

うように思っております。同じようなこと

を繰り返さないということを今後とも十分

気をつけながら、それは職場の中でもそれ

ぞれ、職員それぞれが考えなければなりま

せんし、またそこの職場の管理者、そして

当然私も理事者としてもそこは当然考えな

ければならない問題だというように思って

いるところであります。 

 そういった意味で、本当に今回非常に財

政的にも大変だということの中で、渡り廊

下それから消防庁舎の床改修といった部分

で一般財源を使いながら改修させていただ

くといった部分では本当に申し訳なく思っ

ているところであります。 

 当然、先ほども言いましたように、今後

そういう同じような事故を二度と繰り返さ

ないようにということで、それぞれの職場

の中で十分注意をしながら進めていきたい

なというように思っておるところでありま

す。 

 今、議員からのお話ございました、処分

の方法等について検討するべきではないの

かというようなこともございました。 

 一般的に金額だとかそういったものでな

かなかはかり切れない部分というのも何か

あるのかなというように思っています。金

額が小さいからいいのだとか、金額が大き

いからこれは大きな処分をしなければなら

ないだとかという、もちろんその影響とい

うのは当然ありますけれども、そういった

ものでもないのかなというように思いま

す。ですから、金額によって処分の大きさ

を決めていくだとかということではやっぱ

りないのかなというように思っているとこ

ろであります。 

 ただ、やはり誰も責任取らないだとかと

いうようなことというのはやっぱりよくな
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いのかなと。やっぱりそれなりにやっぱり

それぞれの責任は取っていかなければなら

ないのかなというように思うところであり

ますので、今後について今高道議員がお話

ございましたので、そういったことも含め

ていろいろと参考にさせていただきなが

ら、調査、研究させていただきたいなとい

うように思っているところであります。 

 以上でございます。 

 それから、それぞれ今回の不注意という

か、そういった部分ではそれぞれ今後も注

意するようにということでお話はさせてい

ただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。 

 ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） 金額によってとい

うのは私もさっき例を申し上げましたけれ

ども、それには限らないことで、何らかの

方法でみんなが緊張して仕事ができるよう

に、もちろんしていると思いますけれど

も、事故の抑止力という意味で検討をして

いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） 他に質疑はござい

ませんか。 

 ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） ９款の消防費のこ

とでお伺いいたします。 

 ６月の町長の行政報告にありましたけれ

ども、説明がありましたけれども、このと

きに当直職員が起床したところ見つけたと

いうことですね。そして時系列がちょっと

分からないのですけれども、当直日誌とい

うのがありますかどうか、まず最初それを

聞いてからお伺いしたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 消防課長、答弁。 

○消防課長（大竹口孝幸君） お答えいた

します。 

 勤務日誌というものがございます。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） それは勤務日誌に

点検のところに、異状なしとかあるとかと

書くのですか。ちょっとお伺いいたしま

す。 

○議長（吉田敏男君） 消防課長、答弁。 

○消防課長（大竹口孝幸君） お答えいた

します。 

 勤務日誌につきましては、一日の業務、

それを記載しております。点検等につきま

しては目視で行って、チェック等はござい

ません。 

 当日は深夜の２２時に就寝しておりま

す。その後、５時に起床後に発覚いたしま

して、こういう状況になっております。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） それでは、２２時

に就寝されたということですが、このホー

スを使った時間は何時だったのですか。作

業終了後ということですよね、これ。蛇口

を閉め忘れたということですから、それか

ら何時間たっているのでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 消防課長、答弁。 

○消防課長（大竹口孝幸君） お答えいた

します。 

 使用した時間につきましては、午後３時

頃ということをお聞きしております。 

 水道量のほうをちょっと確認したとこ

ろ、深夜の２２時４０分から水道量のメー

ターが上がってきておりまして、５時に止

まっている状態になっております。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） かなりの時間が

たって気がついたということなのですね。

その時系列が書いてなかったので、行政報

告ではなかったものですからどうだったの

だろうと思って、そして先ほど町長からも

ちょっとした不注意、ちょっとした不注意

という言葉が２つも出てきましたけれど

も、ちょっとした不注意ではないのですよ

ね。これ合わせて２,０００万円以上のお金
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がかかっているわけですからね、もっと厳

重に注意していただかないと大変なことに

なるのではないかと私は思いますね。 

 そして、この勤務日誌もそうですけれど

も、やはり点検、点検をきちんとするよう

なシステムに持っていかないとまたこうい

う事態が起こり得るかもしれませんので、

ここのところを厳重にこれから、こういう

行政報告の必ず文言、定例文句なのですけ

れども、今後確認の徹底を指導しとかと書

いてありますよね。再発防止に努めてまい

りますということなのですけれども、これ

再発ですよね。今の消防のほうね。だから

こういうことが、金額がとても、先ほど高

道議員もおっしゃいましたように、金額が

伴うとの、かなり伴うのと最高責任者の責

任がどこにあるのかというところももう

ちょっと責任を持って、そういうところを

訓示としてきちんとやっていかないと、今

後もあり得る事故だと思いますので、そこ

のところを徹底していただきたいなと私は

思うのですがいかがでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） これも町長、答弁

お願いします。 

 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） ちょっとした事故

という、ちょっと口癖みたいになっている

かもしれませんけれども、そういった部分

で、つい使ってしまう部分はありますけれ

ども、その一つ一つの事象を見ていったと

きには、本当にきちんと注意をしていれば

いいのだけれどちょっとそのときに注意し

てなかったという部分、そういった部分の

ここは積み重ねというのがやっぱりあるの

かなというように思っています。 

 ですから、ヒヤリ・ハットだとかではな

いですけれども、本当に小さな事故が積み

重なってそういうことがずっと起きている

と重大事故につながってきますよというこ

とがやっぱりありますで、そういった意味

ではちょっとした不注意がずっと積み重

なっていくと大きな事故にやっぱりつな

がっていくという、そういうことなのかな

というように思っています。だから一つ一

つの事象を見ていったときには、それぞれ

注意しているつもりだったけれども、

ちょっとそこが抜けてしまったというよう

なことがやっぱりあるのかなというように

思っているところであります。 

 そういった意味では、本当に決まり文句

で毎回毎回このようなことが二度とないよ

うにということでお話をさせていただいて

おりますけれども、中身は違うけれども、

同じような中身はないですけれども、中身

は違うけれどもやはり事故が起きたりだと

か、不祥事というか、間違いが起きたりだ

とかというようなことがやはり起きてきて

いるというのは実態としてあるのかなとい

うように思っておりますので、そういった

意味で、いろいろな機会を通じて事故だと

か、そういったことがないようにというこ

とでお話をさせていただいておりますけれ

ども、そうはいってもいろいろな職員も

いっぱいいますから、それぞれ気をつけて

はいても事故なり何なり起きてしまうとい

うことがあるのかなというように思ってい

ます。 

 ただ、それはそれでいいということでは

ないので、やはり機会を見ながら常にそう

いうことを注意しながら、職員一人一人が

注意しながらということを浸透させていき

たいなというふうに思っているところであ

ります。 

 やっぱり責任の取り方というのはやはり

あるのかなというように思っておりますの

で、そこについてはそれぞれ私も含めて検

討させていただきたいなというように思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） 作業が終了後３時

から１０時４０分まで、水道のメーターが

上がったので気がついたというお話でした

けれども、これを今チェック体制もないと
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いうことですよね。そうしたら、今後

チェックするお気持ちはあるかどうかお伺

いいたします。 

○議長（吉田敏男君） それは後に分かっ

たのでしょう、後に。そのときではなく。 

 消防課長、答弁。 

○消防課長（大竹口孝幸君） もう一度

ちょっと御説明させていただきます。 

 水道に取りつけたのが午後３時頃、作業

を終えてそのまま閉め忘れたという形には

なりますが、その後発覚した、要するに外

れたので深夜の１０時過ぎということにな

ります。 

 先ほど議員も仰せられたとおり、今後

チェック体制を厳しく、朝昼晩、庁舎の周

り等は見てはいるのですけれども、その時

点では深夜就寝する前の確認は当然戸締ま

り等はしておりますが、そのときには気づ

きませんでした。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） 今気づかなかった

というお話ですけれども、蛇口を閉め忘れ

たためということですよね。これはもう必

ずすることですよね。作業終わったら蛇口

を閉めるということは、それは作業として

はあるわけですよね。それを忘れていたた

めにこういう重大な事故が起きたというこ

とですよね。そうしたら、今度からチェッ

ク体制をするのが普通、今度からやります

というのが当たり前のことだと思うのです

けれども、それを何かちょっと今言い訳が

ましいようなお話ばかりで、何かちょっと

こちらは合点がいきませんけれども。 

○議長（吉田敏男君） 副町長ですか。 

 消防課長、答弁。 

○消防課長（大竹口孝幸君） すみませ

ん。 

 もう一度御説明いたします。 

 蛇口、ホースの先端、ノズルがあります

けれども、そのノズルを閉めてありまして

蛇口だけを開けた状態でありました。です

ので、圧がかかってしまい、数時間後に外

れたという形になります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） それは行政報告で

受けて分かっているのですよね。それをも

とに今質問しているのです。だから、そう

いうことにならないために、その蛇口を閉

め忘れたって簡単な作業ですよね。それこ

そ町長いわくちょっとした不注意ですよ

ね。でもそれをしないためにはチェックす

ることが必要でないかということをお話し

しているのに通じませんか。 

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） いろいろな作業あ

りますけれども、一つ一つに本当にきちん

とチェックをしていけばいいのかもしれな

いのですけれども、今回の部分みたいに水

まきして、言ってみれば蛇口で出っ放しに

はなっているけれども、ノズルのほう、

ホースがずっとつながって一番先端のノズ

ルのところで水が止まったという部分で、

ここで水は止まっているわけですよね。た

だ、蛇口のほうがきちんと止まっていな

かったということで、ここでずっと水が蛇

口のほうから水が出っ放しになっているの

で、ホースのほうには圧力がずっとかかっ

てきているということで、何時間後にきち

んと止めてあったやつが外れてしまったと

いうようなことでありますので、本人とし

ては水は止まっているという認識でいたと

いうことなのだと思うのですね。蛇口のほ

うは閉め忘れたということであります。 

 一つ一つきちんとチェックをして、ここ

を止めた、ここを止めたとやっていけば、

やっぱりそういった部分では間違いがない

のかなというように思いますけれども、ど

こまで、そういった意味で、今回はそうい

うことですけれども、ほかの部分でもいろ

いろ作業があって、全てに当たってきちん

とチェック、チェックということでやって

いければいいけれども、そこをきちんと全
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部がやり切れるかどうかという部分、数が

いっぱいある、今回はこの作業だけですけ

れども、そういった部分ではいろいろな部

分があって、全てにチェックができれば本

当はいいのですけれども、できるかどうか

というのはちょっと分からない部分もある

のかなというように思っています。 

 そういった意味で、ではチェックしなく

ていいのかということではないので、でき

る限りチェックをしながら、ここはきちん

とやったか、ここはやったかというのを、

それこそ指さし確認ではないですけれど

も、きちんとチェックをしながらやれる体

制というのを、それをきちんとチェックし

た、こうやってこうやってやっていくとい

うのはなかなかこれ難しい。一覧表があっ

て、一つ一つこうやってチェックしていく

のはなかなか難しいかもしれませんけれど

も、そういったことをきちんと念頭に置き

ながら作業を進めるという、そういったこ

とは今後も必要なことでありますし、やっ

ていかなければならないことだというふう

に思っているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） ホースリールの先

端のノズルは閉めたもののとありますよ

ね。その作業の、結局水道栓を閉め忘れた

ということですからね、その確認って、こ

ういう事故は初めてですよね、私が知る限

りで。私が議員生活の中では初めてだと思

うのですけれども、これを確認する、一緒

に作業した方もいるのだけれども、一人一

人がこれは自分の確認をする責任がある

と、そういうふうに決めておけばこういう

ことにはならなかったのではないかと私は

思うのですけれども、そういうことも、い

や、もう今町長お話しした、あっちでも

こっちでも確認する場所があってと、い

や、そういうことは言い訳にはならないと

思うのですよね、お仕事ですからね。これ

をきちんと管理する人がきちんとする、自

分の責任箇所をきちんとするということで

なければまた起きるとも限らないと、さっ

きから何度も私申し上げていますけれども

ね。今後のことで、そういうことがチェッ

ク体制をつくるということが大事なのでは

ないかということをお話ししているのです

けれども、今理由は全部もう行政報告で受

けて分かっていますので、今後のことです

よね。もう終わってしまった、やってし

まったことはもう仕方ないですけれども、

今後のことをきちんとした考えをお聞かせ

願いたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 消防の関係でいき

ますと、消火作業だとかそういった部分で

は、きちんとやっぱり何をやって何をやっ

てときちんと決まっている部分というのは

やっぱりあるのだというように思います。 

 ただ、今回は言ってみれば、庁舎周りの

清掃だとかそういった環境整備といった部

分なので、そういった部分では、きちんと

した何をやって次何をやってというマニュ

アルがあってチェックがきちんとされてい

るだとかというものというのはやっぱりな

かったのかなというように思います。今回

の作業の部分についてはですね。 

 そういった部分で、こういう事故が起き

てすぐ、こういう事故が起きたからやると

いうことではなくて、やっぱり日頃から

やっぱりいろいろな仕事の中でマニュアル

なり、それから作業手順がきちんと決まっ

ていて、こういったところにはきちんと一

番最後ここをきちんとチェックして終わり

ですよといった部分をやっぱり今回の部分

だけではなくて、全体的にそういう、何と

いうのかな、チェック基準というか、作業

の手順というか、そういったものをきちん

とつくっていかなければならないのかなと

いうように思っていますので、それは消防

だけではなくて役場も引っくるめて全体的

にそういうことが必要なのかなというよう

に思っています。 
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 今回のたまたま大きな工事で直さなけれ

ばならないというようなこともありますけ

れども、そのほかにもいろいろとやっぱり

小さな事故みたいなものもやっぱりありま

すので、そういったものも含めてやはりき

ちんと点検をし、事故が起きないように、

そういったことを一つ一つ今回の事故だけ

に限らずやっていかなければならないのか

なというように思っておりますので、御理

解いただければというように思います。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） それで、町長が

おっしゃるとおり、ちょっとした不注意で

この７３８万１,０００円の損害があったわ

けですからね、そういうことを町民感情か

らしてもやっぱり今後とも厳しく、皆さん

に自分のお仕事の管理面を、チェック体制

を本当に今後厳しくしていただきまして、

質問を終わりたいと思いますけれども。 

○議長（吉田敏男君） 他に質疑はござい

ませんか。 

 ５番、田利議員。 

○５番（田利正文君） 今いろいろ指摘さ

れてましたけれども、ちょっとお聞きした

いのは、事故があった前と後、取組につい

てきちんとこんなふうに変えましたよとい

うのがちょっと、何かされたというふうに

ちょっと聞こえてこないものですから、そ

このところをお聞きしたいと思うのです。 

 なぜかというと、町長も今いろいろ言っ

ていましたヒヤリ・ハットがあるとか、い

ろいろ積上げがあってとかいろいろと言っ

ていました。それも私も現役の頃に安全衛

生の関係をやっていて、必ず起きるので

す。ヒューマンエラーと言っていまして、

特に重機を扱う方などはクレーンのついて

いるトラックで走っていて、農家のＤ型ハ

ウス壊すとか、農済の電線切るとかという

ことはしょっちゅうありました。絶対にゼ

ロにはならないと思うのですけれども、小

さい事故を積み上げて最後には大きな事故

を防ぐということが今町長言われたとおり

なのですけれども、そこのところを防ぐた

めの仕組みというか、それを各パターンご

とにきちんとやっぱり事故と事故後の取組

がきちんと明確になっていないとだめでな

いかという思いがあるのですけれども、そ

れがどうなのかということをお聞きしたい

と思います。 

○議長（吉田敏男君） いいですか。 

 消防課長、答弁。 

○消防課長（大竹口孝幸君） お答えいた

します。 

 この事案の後、職員に対し訓示、作業の

確認の徹底等をするように指示しておりま

す。また、１人では作業をせず２人以上や

るように指示をしております。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 庁舎のほうは。 

○議長（吉田敏男君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） 庁舎のほうも

この事故を受けて車両室のほうできちんと

訓示をして、今後事故がないように、でき

るだけ事故を起こさないようにということ

で訓示をしてきているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 事故がないように

という訓示は誰でもするのだと思うので

す。だけれども、そうではなくて、具体的

にこうしなさいと、今消防課長言われたよ

うに１人ではなくて２人でチェックすると

いうふうな具体策ありましたよね。そうい

う具体的なことがなければだめだと思うの

ですよ。僕ら現役の頃もそうなのですけれ

ども、日勝峠超えていくときに気をつけて

行けよと言いますよね。それはだめなので

すよ。だってプロだから、運転手は。プロ

なのだからおまえに言われなくたって分

かっているわということで行ってしまうわ

けですよ。だからそうではなくて、具体的



― 16 ― 

に、今日の日勝峠はこうこうこうだから、

こういう点で気をつけれよというところま

で具体策を踏み込んで指示しなればだめな

のですね。そういう意味での訓示ならいい

ですけれども、ただ気をつけろだけではだ

めだと思うのですよ。だから、もっと踏み

込んだ具体策が必要だというふうに思って

いるのですけれども。 

○議長（吉田敏男君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） 議員仰せのと

おり、具体的な訓示なり何なりということ

で、たまたま今回の事故につきましては、

１名乗車のショベルであったということも

ありまして、今後につきましてはショベル

に乗る方はどうしても１名ということなの

で、作業については十分特にバケットを上

げた状態だとか、そういったときにはきち

んと注意をしながら、後方確認なり前方確

認をするようにというような形の訓示をし

ております。その他につきましては、作業

につきましては、単独ではなく２名で行う

ようにというような形で進めてきておりま

すので、御理解のほどよろしくお願いを申

し上げます。 

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。 

 ６番熊澤芳潔君。 

○６番（熊澤芳潔君） 若干田利議員と高

道議員の部分と重なる部分もありますけれ

ども、まず今回のこの除雪についての損壊

だとは思うのですけれども、まず今言われ

たように、作業の安全対策、当然町長の言

うように安全対策については十分気をつけ

なさいということになるのですけれども。 

 それで、何というのかな、まず最初にお

聞きしたいのは、今回の事故で車両には補

助職員は乗っていたのですか。それと、作

業の現場の旗振り業務ですか、そういった

方も当然この除雪の中では、庁舎の周りだ

とか住宅等の周りはそういったものがつけ

なければならないのでないかというふうに

思うのですけれども、そういった対策とい

うのはきちんとやっていた中で起きたとい

うことなのでしょうかね。それをお聞きし

たいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） 議員仰せの添

乗員が乗っていたのかという話ですが、こ

れにつきましてはショベル１人乗りなもの

ですから、取りあえず１名で作業をしてお

りました。本来ですと、周りに人員を配置

して通行の制限だとかを行うところなので

すけれども、大きな駐車場ということもあ

りまして、単独で今回のところ、作業をし

ていたというような形になっております。

これからの作業につきましては、そういっ

たところも注意してやるようにということ

で、作業員など、作業でなくて誘導員等を

配置しながら進めるというような形で、室

のほうでは話をしていますので、今後にお

いてはそういった対応で進めていきたいと

いうふうに考えていますので、御理解のほ

どよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田敏男君） ６番熊澤芳潔君。 

○６番（熊澤芳潔君） 他町村でもこう

いった除雪の際の事故というのはあって、

非常に心配される部分があるのかなと思い

ますので、やっぱりきちんと運転手、補助

職員つけるとか、それから誘導、旗振りで

すか、そういったことについてはきちんと

やるということをやらないと、例えば人身

事故が起きれば大変なことになるわけです

ね。そういったことで十分気をつけていた

だきたいと思います。 

 それと、実は私、今回この事故の関係で

たまたま総務課に用事があって来て、そこ

で座っていて職員の方とお話ししていたと

きに起きたのですよね。それで、物すごい

音と物すごい揺れ、ゆがみ等も実はこの庁

舎が動いたのですよ。ですから、消防庁舎

も恐らく揺れたのではないかなと思います

が、通常の地震の揺れではなくて、もうゆ

がみ含めた音と揺れというのが起きた、

びっくりしてしまって、みんな外に出たの

ですけれども、そういったことから言う
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と、今回の予算の中の１,１００万円の中の

部分で、私もちょっと分からなかったので

すけれども、インスペクションというこの

調査というのがあるのですよね。その調査

をぜひやってもらいたいなというふうに

思っているのですよ。そのぐらい揺れたの

ですから。ですから、そういったインスペ

クションの調査というのは実はあって、こ

れはゆがみだとか、それから傾斜だとか、

そういったものをやると。そういったこと

についてはこの中に入ってやるという形に

なっているのでしょうかね。 

○議長（吉田敏男君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） インスペク

ション調査ということなのですけれども、

役場庁舎と消防庁舎の間は一応構造として

は橋の構造と同じような構造でついていま

して、本庁舎側のほうが固定された橋の固

定部分で、消防庁舎側のほうは衝撃があっ

たときに可動するような形になっていま

す。なので、確かに本庁舎のほうにはかな

りの衝撃があったというふうに伺っている

のですが、消防庁舎のほうには衝撃として

は吸収がされた音だとか、そういった衝撃

になっているというような状況になってい

ます。 

 今回の補修につきましては、支承部が動

いたと、片方動く側のほうが動いたという

ことで、そこの一部補修と壊れた部分の補

修というような形で費用的には大きくなっ

ているのですけれども、そういった補修と

いうような形になっていますので、御理解

のほどよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田敏男君） ６番熊澤芳潔君。 

○６番（熊澤芳潔君） そうしますと、調

査は、そういった調査はお諮りの中でやら

なくてもいいということでなったと、こう

いうことなのですか。そうですか。私はど

うもその辺は非常に衝撃を見たときに、考

えられないなと、調査すべきでないかなと

いうふうに私は思ったのですが、分かりま

した。調査は要らないということですね。 

 それで、この損壊による保険金で、共済

金で賄うよということなのですけれども、

これまたこちらの総務課なのかも分かりま

せんけれども、１,０００万円もの保険が、

共済金が下りるよということなのですけれ

ども、これは次の年度に対しての負担とい

うのは相当出てくるわけですよね、これ

は。ただ単に共済金で出ているというだけ

のことではなくて、次に影響するわけです

よね。その点についてお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 例えば共済金を令和３年度に受領したと

いたしましても、次年度以降の保険料がそ

の共済金が支払われた、事故を起こしたか

らといって再び金額が、保険料が上がると

いうことはございません。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） いいですか。 

 ６番熊澤芳潔君。 

○６番（熊澤芳潔君） それと、せっかく

のあれですので、これはあれですか。車両

の関係についての事故の関係では損害はな

かったと。それから、運転手については事

故もなかったと、こういうことでしょうか

ね。お聞きします。 

○議長（吉田敏男君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） まず１点、先

ほどの調査しないのかという形だったので

すけれども、一応簡易な調査を行って大丈

夫だということで今回予算という形にして

おりますので、そこは心配ないというふう

に考えております。 

 そして、車両のほうなのですけれども、

車両の修理につきましては、バケットの上

部についている、何だったかな、ウイン

カー等のやつがちょっと曲がっていただけ

なので、そこを修理、既に修理して終わっ

ております。 

 以上でございます。 
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 そして、運転手のほうはけが等ございま

せんでしたので大丈夫でございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ６番熊澤芳潔君。 

○６番（熊澤芳潔君） 皆さん、議員さん

おっしゃるように、十分に、私も実は

ちょっと話長くなりますけれども、農家

やっていた頃はやっぱりバケット上げて、

そして線切ったり何かすることはあるので

すよ。だけれども、そういう意味ではやっ

ぱり行政としてはやっぱり旗振り等のそう

いったきちんとやって、そして安全対策を

十分に注意するということをしないとまず

いのかなと思いますので、終わります。 

○議長（吉田敏男君） 他に質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第６３号令和３年度足寄

町一般会計補正予算（第５号）の件を採決

をします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第６３号令和３年度足

寄町一般会計補正予算（第５号）の件は、

原案のとおり可決されました。 

 

◎ 閉会宣告 

○議長（吉田敏男君） これをもって、本

臨時会に付議されました案件の審議は、全

部終了をいたしました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 令和３年第４回足寄町議会臨時会を閉会

をいたします。 

午前１１時１５分 閉会 
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